























































「税を考える週間」について
11月11日から17日までの一週間は、「税を考える週間」です。

令和６年11月１日〔4〕第195号

　
令
和
６
年
10
月
３
日
（
木
）
、
鹿
児
島
市
の

「
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
」
に
お
い
て
、
全
国
の

法
人
会
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。
青
森
県
連
か

ら
は
林
会
長
は
じ
め
12
名
が
参
加
し
た
。

　
大
会
の
第
一
部
は
、
式
典
が
行
わ
れ
、
鹿
児

島
県
連 

今
別
府
英
樹
会
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
、

全
法
連 

小
林
栄
三
会
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
、

国
税
庁 

奥
　
達
雄
長
官
、
そ
の
他
来
賓
よ
り
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
各
種
表
彰
制
度
表
彰
会
の
紹
介
・

代
表
県
連
へ
の
表
彰
状
授
与
、
令
和
７
年
度
の

税
制
改
正
提
言
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
税
制
改

正
提
言
で
は
、「
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方
」
と

し
て
、
財
政
健
全
化
、
社
会
保
障
制
度
、
行
政

改
革
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
な
ど
に
つ
い
て
の

考
え
方
、「
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策
」
と

し
て
、
中
小
企
業
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措

法
人
会
全
国
大
会

第
40
回

　わ
れ
わ
れ
法
人
会
は
、「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
た
る
経
営
者
の
団
体
」と
し
て
、

「
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」や「
租
税
教

育
」、
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向

上
に
資
す
る「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

の
普
及
な
ど
、
税
を
中
心
と
す
る
活
動
を
全

国
で
積
極
的
に
展
開
し
、
広
く
社
会
へ
貢
献

し
て
い
る
。 

　我
が
国
経
済
は
、
株
式
市
場
に
お
け
る
最

高
値
の
一
時
更
新
や
高
水
準
の
賃
金
上
昇
率

を
記
録
し
た
ほ
か
、
長
年
に
わ
た
る
デ
フ
レ

か
ら
の
完
全
脱
却
が
目
前
に
迫
る
な
ど
、
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

　一
方
、
中
小
企
業
で
は
少
子
高
齢
化
と
人

口
減
少
に
伴
う
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お

り
、
こ
う
し
た
構
造
的
課
題
の
解
決
に
向
け

た
税
・
財
政
政
策
な
ど
、
民
間
の
活
力
を
最

大
限
引
き
出
す
た
め
の
新
た
な
戦
略
が
求
め

ら
れ
る
。

　し
か
し
、
主
要
先
進
国
で
最
も
悪
化
し
て

い
た
我
が
国
の
財
政
状
況
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を

大 

会 

宣 

言

―

鹿

児

島

大

会―

　これは、租税の意義や役割を考え、税務行政に対する知識と理解を深めていただくための取組で、毎年

この期間中は、国税局や税務署を中心として、関係民間団体等が連携しながら、税に関する作文の発表な

どが行われます。

　「税を考える週間」の歴史は古く、昭和29年の「納税者の声を聞く月間」から始まり、何度かの見直しと

改称を経て、平成16年から現在の名称になっています。

　国税庁ホームページには、「これからの社会に向かって」をテーマとした特設ページが設けられ、国税庁

の各種取組について紹介されています。

　税は、私たちの生活に欠かすことのできない道路、上下水道などのインフラ整備、警察・消防、教育、

社会保障などの充実した公共サービスを行うための大切な財源です。

　また、大雨や地震などの自然災害で被災した施設などの復旧にも税が使われています。

　この機会に、改めて、私たちの生活と税の役割について考えてみませんか。

　なお、「税を考える週間」の期間中の催しについては、各税務署にお問い合わせ

ください。

　〔県税・市町村税インフォメーション〕

　　https://www.pref.aomori . lg.jp/soshiki/zaimu/zeimu/top.html

　〔国税庁の取組紹介〕

　　https://www.nta.go.jp/about/introduction/torikumi/week/index.htm 

◆ 県税務課からのお知らせ ◆

置
、
事
業
承
継
税
制
の
拡
充
、
消
費
税
へ
の
対

応
、
こ
の
ほ
か
「
地
方
の
あ
り
方
」「
震
災
復
興

等
」
な
ど
に
つ
い
て
の
提
言
が
報
告
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
佐
世
保
法
人
会
青
年
部
会
に
よ
る

租
税
教
育
活
動
報
告
、
北
那
覇
法
人
会
青
年

部
に
よ
る
健
康
経
営
活
動
報
告
の
後
、
税
制

改
正
提
言
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
宣
言
が

行
わ
れ
た
。

　
第
二
部
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社 

取
締
役
会
長
の
片
野
坂
真
哉
氏
が
、「
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
大
打
撃
を
受
け
た
航
空
業
界
危

機
下
の
経
営
戦
略
を
語
る
」
と
題
し
て
、
会
社

が
受
け
た
影
響
や
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
紹

介
、
ま
た
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
対
策
、
今
後
の
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ

い
た
。

　
第
三
部
は
盛
大
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。経

て
債
務
残
高
が
さ
ら
に
増
加
し
た
。
財
政

健
全
化
は
、
安
定
的
な
経
済
成
長
と
日
本
経

済
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
国
家
的

課
題
と
改
め
て
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　さ
ら
に
本
年
、
日
本
銀
行
は
物
価
上
昇
に

対
応
し
て
異
次
元
の
金
融
緩
和
を
終
了
し
利

上
げ
に
踏
み
切
っ
た
。「
金
利
の
あ
る
世
界
」

へ
の
回
帰
を
踏
ま
え
、
安
定
的
な
税
・
財
政

運
営
の
た
め
に
も
新
た
な
財
政
再
建
目
標
の

策
定
が
急
務
で
あ
る
。

　地
域
経
済
や
雇
用
の
担
い
手
で
あ
る
中
小

企
業
は
、
地
域
活
性
化
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　地
方
創
生
を
支
え
る
観
点
か
ら
も
事
業
承

継
を
含
め
、
き
め
細
か
な
税
財
政
上
の
支
援

が
必
要
で
あ
り
、
法
人
会
は
、「
中
小
企
業
の

活
性
化
に
資
す
る
税
制
」、「
事
業
承
継
税
制

の
抜
本
的
改
革
」等
を
中
心
と
す
る「
税
制
改

正
に
関
す
る
提
言
」の
実
現
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。 

　創
設
以
来
、
納
税
意
識
の
向
上
に
努
め
て

き
た
法
人
会
は
、
全
国
の
会
員
企
業
の
総
意

と
し
て
、
以
上
宣
言
す
る
。
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10
月
２
日
（
水
）
、
青
森
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
に
お
い
て
、
県
連
会
長
杯
争
奪
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
た
。

　
県
内
か
ら
30
名
が
参
加
し
、
雨
に
よ
り

午
前
の
み
団
体
戦
と
個
人
戦
で
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
結
果
、
団
体
戦
は
八
戸
チ
ー

ム
、
個
人
戦
は
葛
西
亜
貴
夫
氏
（
八
戸
）

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

女
性
部
会
連
絡
協
議
会

女
性
部
会
連
絡
協
議
会

税
務
署
等
の

　
　
　
　人
事
異
動

インターネット
　セミナーの活用を ! !

【
団
体
戦
】

優
勝
　
八
戸
チ
ー
ム

準
優
勝

　
上
十
三
チ
ー
ム

３
位
　
青
森
チ
ー
ム

【
個
人
戦
】

優
勝
　
葛
西
亜
貴
夫
　

　
　
　（
八
戸
）

準
優
勝

　
島
津
　
隆
義
　

　
　
　（
弘
前
）

３
位
　
小
野
　
貴
志

　
　
　（
弘
前
）

◎セミナーオンデマンドサービスを活用しましょう！！

☆いつでも・どこでも、好きなだけご利用いただけます。

☆映像と音声による本格的セミナーが受講できます。

☆忙しくてセミナーや研修会に参加できない方などに最適です。

☆勉強会（社内研修）や経営者の自己研鑽などにご活用ください。

☆会員になると、より多くのコンテンツが視聴できます。

　県内各法人会のホームページにアクセスしＩＤ、パスワードを

入力することにより視聴が可能です。（＊ＩＤ、パスワードは加入

法人会にご照会願います）

　

７

月

16

日

（
火
）、ホ
テ
ル
青

森
に
お
い
て
令

和
６
年
度
報
告

会
を
開
催
し
た
。

　
ご
来
賓
の
青

森
税
務
署
幹
部
、

福
利
厚
生
制
度

協
力
会
社
２
社
、

県
内
青
年
部
会

員
合
せ
て
34
名

が
出
席
し
た
。

　
報
告
会
に
先

立
ち
、
令
和
５

年
度
の
全
国
青
年
の
集
い
に
お
い
て
仙
台

局
連
代
表
と
し
て
租
税
教
育
の
発
表
を

行
っ
た
弘
前
法
人
会
青
年
部
会
が
、「
弘
前

法
人
会
青
年
部
会
が
推
進
す
る
租
税
教
育

活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
形
式
で
の
租
税
教
室
に
つ
い
て
写

　
８
月
８
日
（
木
）
、
第
24
回
交
流

研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
今
年
度
は
弘
前
法
人
会
女
性
部

会
が
担
当
し
、
東
奥
義
塾
高
校
礼

拝
堂
に
て
学
校
の
音
楽
教
諭
に
よ

る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
の
鑑

賞
、
津
軽
藩
ね
ぷ
た
村
の
見
学
を

行
い
、
そ
の
後
、
弘
前
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
に
て
津
軽
三
味
線
奏
者
渋
谷

和
生
の
演
奏
を
楽
し
み
、
中
国
料

理
を
召
し
上
が
り
な
が
ら
、
県
内

女
性
部
会
の
部
会
員
70
名
が
交
流

を
図
っ
た
。

　
今
年
７
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
以

下
の
と
お
り
就
任
し
た
（
敬
称
略
）

【
仙
台
国
税
局
】

局
　
長
　
中
　
村
　
広
　
樹

　
　
　
　
　
　
　
　（
大
臣
官
房
付
）

課
税
一
部
長

　
北
　
村
　
善
　
広

　
　
　
　
　
　
　（
局
総
務
部
次
長
）

課
税
二
部
長

　
田
　
村
　
英
　
好

　
　
　
　
　（
国
税
庁
長
官
官
房
付
）

課
税
一
部
次
長

　
平
　
川
　
　
　
昇

　
　
　
　（
局
総
務
部
人
事
一
課
長
）

課
税
二
部
次
長

　
齋
　
藤
　
克
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
郡
山
署
長
）

【
青
森
税
務
署
】

署
　
長
　
三
　
上
　
俊
　
明

　
　
　
　（
仙
台
審
判
所
管
理
課
長
）

筆
頭
副
署
長

　
大
　
澤
　
明
　
央

　
　
　
　
　
　
　（
青
森
署
副
署
長
）

副
署
長
　
大
　
島
　
孝
　
次

（
関
信
局
徴
収
部
管
理
運
営
課
補
佐
）

【
弘
前
税
務
署
】

署
　
長
　
熊
埜
御
堂
　
弦
　
一

　
　
　
　
　（
関
信
局
新
発
田
署
長
）

【
八
戸
税
務
署
】

署
　
長
　
星
　
川
　
光
　
俊

　
　
　（
局
課
税
二
部
消
費
税
課
長
）

【
五
所
川
原
税
務
署
】

署
　
長
　
前
　
川
　
信
　
義

　
　
　（
局
課
税
一
部
資
産
評
価
官
）

【
十
和
田
税
務
署
】

署
　
長
　
神
　
蔵
　
進
　
一

　（
東
京
局
課
税
一
部
統
括
実
査
官
）

【
む
つ
税
務
署
】

署
　
長
　
伊
　
藤
　
　
　
勝

　
　
　
　
　
　（
仙
台
研
修
所
幹
事
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

青

年

部

会

連

絡

協

議

会

青

年

部

会

連

絡

協

議

会

報

告

会

開

催

　
９
月
３
日
（
火
）
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い
て
今
年
度

第
２
回
目
の
県
組
織
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
石
橋
信
雄
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
全
法
連
令
和

６
年
度
第
１
回
組
織
委
員
会
の
報
告
で
は
、
全
国

の
会
員
数
の
現
状
や
会
員
増
強
支
援
策
、
全
国
の

県
連
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
会
員
増
強
策
・
退
会
防
止

策
、
事
例
、
会
員
増
強
表
彰
会
に
お
け
る
勧
奨
事
例

な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
県
内
の
会
員
数
の
状
況
、
各
単
位
会
に

お
け
る
会
員
拡
大
活
動
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。
４
月
の
組
織
委
員
会
で
決
定
し
た
「
県
連
全

体
で
純
増
１
社
以
上
」
と
い
う
目
標
に
対
し
て
は

ま
だ
届
か
な
い
が
、
役
員
や
保
険
会
社
か
ら
の
入

会
紹
介
も
増
え
て
き
て
お
り
、
他
の
会
の
事
例
を

参
考
と
し
て
１
社
で
も
多
く
会
員
を
増
や
す
た
め

に
各
会
と
も
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
全
法
連
の
新
規
入
会
の
県
連
目
標
（
４

月
～
３
月
ま
で
の
新
規
法
人
会
員
入
会
112
社
）
の

達
成
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

● 国税庁からのお知らせ ●

組
織
委
員
会

厚
生
委
員
会

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム 

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

　
９
月
19
日
（
木
）
、
青
森

市
の
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い

て
今
年
度
第
１
回
目
の
県

厚
生
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
阿
部
吉
平
委
員
長
の
挨

拶
の
後
、
全
法
連
令
和
６

年
度
第
１
回
厚
生
委
員
会

の
報
告
、
県
内
に
お
け
る

福
利
厚
生
制
度
推
進
状
況

に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説

明
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
全
法
連

表
彰
制
度
に
お
い
て
、
県
連

は
福
利
厚
生
制
度
協
力
３

社
の
保
険
料
収
入
長
期
間

維
持
お
よ
びchallenge100

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
「
新
規
企

業
数
」
の
目
標
を
達
成
、

単
位
会
で
は
弘
前
法
人
会

が
累
積
保
険
料
の
目
標
を
達

成
し
た
。

　
全
法
連
で
は
、
令
和
５
・
６
年

度
でchallenge100

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
て
お
り
、
新
規
企

業
数
２
万
２
千
社
、
新
契
約
件

数
11
万
８
千
社
を
目
標
と
し
て

お
り
、
そ
の
推
進
の
た
め
に

当
県
連
に
お
い
て
は
、「
企
業

の
福
利
厚
生
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の

把
握
、c

h
a
l
l
e
n
g
e
1
0
0

キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
推
進
の
た
め
の
県

連
施
策
を
展
開
中
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
福
利
厚
生
制
度

３
社
か
ら
令
和
６
年
度
の
各

社
の
取
り
組
み
方
針
お
よ
び

進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。

報

告

会

開

催

研
修
交
流
会
開
催

県
連
会
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

真
や
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
説
明
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
令
和
５
年
度

の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
、
令

和
６
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予

算
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
そ
の
後
、
ご
来
賓
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
最
後
は
賑
や

か
に
懇
親
会
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
昼
食
会
を
挟
み
報
告

会
を
行
い
、
令
和
５
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
、
令
和
６
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
報
告

し
た
。

　
最
後
に
ご
来
賓
か
ら
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
終
了
し
た
。

　
７
月
９
日
（
火
）
、
ホ
テ
ル
青
森
に

お
い
て
令
和
６
年
度
報
告
会
を
開
催

し
た
。

　
ご
来
賓
の
青
森
税
務
署
幹
部
、
県

連
会
長
、
福
利
厚
生
制
度
協
力
会
社

２
社
、
県
内
女
性
部
会
の
役
員
・
部
会

員
な
ど
合
せ
て
57
名
が
出
席
し
た
。

　
報
告
会
に
先
立
ち
記
念
講
演
会
を

開
催
し
、
あ
お
も
り
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研

究
所
所
長 

蓮
尾
豊

氏
が
「
生
涯
を
健

康
に
生
き
る
た
め

に
必
要
な
婦
人
科

の
知
識
」
と
題
し

て
講
演
を
行
っ
た
。
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❖

　
10
月
２
日
（
水
）
、
青
森
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
に
お
い
て
、
県
連
会
長
杯
争
奪
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
た
。

　
県
内
か
ら
30
名
が
参
加
し
、
雨
に
よ
り

午
前
の
み
団
体
戦
と
個
人
戦
で
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
結
果
、
団
体
戦
は
八
戸
チ
ー

ム
、
個
人
戦
は
葛
西
亜
貴
夫
氏
（
八
戸
）

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

女
性
部
会
連
絡
協
議
会

女
性
部
会
連
絡
協
議
会

税
務
署
等
の

　
　
　
　人
事
異
動

インターネット
　セミナーの活用を ! !

【
団
体
戦
】

優
勝
　
八
戸
チ
ー
ム

準
優
勝

　
上
十
三
チ
ー
ム

３
位
　
青
森
チ
ー
ム

【
個
人
戦
】

優
勝
　
葛
西
亜
貴
夫
　

　
　
　（
八
戸
）

準
優
勝

　
島
津
　
隆
義
　

　
　
　（
弘
前
）

３
位
　
小
野
　
貴
志

　
　
　（
弘
前
）

◎セミナーオンデマンドサービスを活用しましょう！！

☆いつでも・どこでも、好きなだけご利用いただけます。

☆映像と音声による本格的セミナーが受講できます。

☆忙しくてセミナーや研修会に参加できない方などに最適です。

☆勉強会（社内研修）や経営者の自己研鑽などにご活用ください。

☆会員になると、より多くのコンテンツが視聴できます。

　県内各法人会のホームページにアクセスしＩＤ、パスワードを

入力することにより視聴が可能です。（＊ＩＤ、パスワードは加入

法人会にご照会願います）

　

７

月

16

日

（
火
）、ホ
テ
ル
青

森
に
お
い
て
令

和
６
年
度
報
告

会
を
開
催
し
た
。

　
ご
来
賓
の
青

森
税
務
署
幹
部
、

福
利
厚
生
制
度

協
力
会
社
２
社
、

県
内
青
年
部
会

員
合
せ
て
34
名

が
出
席
し
た
。

　
報
告
会
に
先

立
ち
、
令
和
５

年
度
の
全
国
青
年
の
集
い
に
お
い
て
仙
台

局
連
代
表
と
し
て
租
税
教
育
の
発
表
を

行
っ
た
弘
前
法
人
会
青
年
部
会
が
、「
弘
前

法
人
会
青
年
部
会
が
推
進
す
る
租
税
教
育

活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
形
式
で
の
租
税
教
室
に
つ
い
て
写

　
８
月
８
日
（
木
）
、
第
24
回
交
流

研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
今
年
度
は
弘
前
法
人
会
女
性
部

会
が
担
当
し
、
東
奥
義
塾
高
校
礼

拝
堂
に
て
学
校
の
音
楽
教
諭
に
よ

る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
の
鑑

賞
、
津
軽
藩
ね
ぷ
た
村
の
見
学
を

行
い
、
そ
の
後
、
弘
前
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
に
て
津
軽
三
味
線
奏
者
渋
谷

和
生
の
演
奏
を
楽
し
み
、
中
国
料

理
を
召
し
上
が
り
な
が
ら
、
県
内

女
性
部
会
の
部
会
員
70
名
が
交
流

を
図
っ
た
。

　
今
年
７
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
以

下
の
と
お
り
就
任
し
た
（
敬
称
略
）

【
仙
台
国
税
局
】

局
　
長
　
中
　
村
　
広
　
樹

　
　
　
　
　
　
　
　（
大
臣
官
房
付
）

課
税
一
部
長

　
北
　
村
　
善
　
広

　
　
　
　
　
　
　（
局
総
務
部
次
長
）

課
税
二
部
長

　
田
　
村
　
英
　
好

　
　
　
　
　（
国
税
庁
長
官
官
房
付
）

課
税
一
部
次
長

　
平
　
川
　
　
　
昇

　
　
　
　（
局
総
務
部
人
事
一
課
長
）

課
税
二
部
次
長

　
齋
　
藤
　
克
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
郡
山
署
長
）

【
青
森
税
務
署
】

署
　
長
　
三
　
上
　
俊
　
明

　
　
　
　（
仙
台
審
判
所
管
理
課
長
）

筆
頭
副
署
長

　
大
　
澤
　
明
　
央

　
　
　
　
　
　
　（
青
森
署
副
署
長
）

副
署
長
　
大
　
島
　
孝
　
次

（
関
信
局
徴
収
部
管
理
運
営
課
補
佐
）

【
弘
前
税
務
署
】

署
　
長
　
熊
埜
御
堂
　
弦
　
一

　
　
　
　
　（
関
信
局
新
発
田
署
長
）

【
八
戸
税
務
署
】

署
　
長
　
星
　
川
　
光
　
俊

　
　
　（
局
課
税
二
部
消
費
税
課
長
）

【
五
所
川
原
税
務
署
】

署
　
長
　
前
　
川
　
信
　
義

　
　
　（
局
課
税
一
部
資
産
評
価
官
）

【
十
和
田
税
務
署
】

署
　
長
　
神
　
蔵
　
進
　
一

　（
東
京
局
課
税
一
部
統
括
実
査
官
）

【
む
つ
税
務
署
】

署
　
長
　
伊
　
藤
　
　
　
勝

　
　
　
　
　
　（
仙
台
研
修
所
幹
事
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

青

年

部

会

連

絡

協

議

会

青

年

部

会

連

絡

協

議

会

報

告

会

開

催

　
９
月
３
日
（
火
）
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い
て
今
年
度

第
２
回
目
の
県
組
織
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
石
橋
信
雄
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
全
法
連
令
和

６
年
度
第
１
回
組
織
委
員
会
の
報
告
で
は
、
全
国

の
会
員
数
の
現
状
や
会
員
増
強
支
援
策
、
全
国
の

県
連
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
会
員
増
強
策
・
退
会
防
止

策
、
事
例
、
会
員
増
強
表
彰
会
に
お
け
る
勧
奨
事
例

な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
県
内
の
会
員
数
の
状
況
、
各
単
位
会
に

お
け
る
会
員
拡
大
活
動
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。
４
月
の
組
織
委
員
会
で
決
定
し
た
「
県
連
全

体
で
純
増
１
社
以
上
」
と
い
う
目
標
に
対
し
て
は

ま
だ
届
か
な
い
が
、
役
員
や
保
険
会
社
か
ら
の
入

会
紹
介
も
増
え
て
き
て
お
り
、
他
の
会
の
事
例
を

参
考
と
し
て
１
社
で
も
多
く
会
員
を
増
や
す
た
め

に
各
会
と
も
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
全
法
連
の
新
規
入
会
の
県
連
目
標
（
４

月
～
３
月
ま
で
の
新
規
法
人
会
員
入
会
112
社
）
の

達
成
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

● 国税庁からのお知らせ ●

組
織
委
員
会

厚
生
委
員
会

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム 

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

　
９
月
19
日
（
木
）
、
青
森

市
の
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い

て
今
年
度
第
１
回
目
の
県

厚
生
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
阿
部
吉
平
委
員
長
の
挨

拶
の
後
、
全
法
連
令
和
６

年
度
第
１
回
厚
生
委
員
会

の
報
告
、
県
内
に
お
け
る

福
利
厚
生
制
度
推
進
状
況

に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説

明
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
全
法
連

表
彰
制
度
に
お
い
て
、
県
連

は
福
利
厚
生
制
度
協
力
３

社
の
保
険
料
収
入
長
期
間

維
持
お
よ
びchallenge100

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
「
新
規
企

業
数
」
の
目
標
を
達
成
、

単
位
会
で
は
弘
前
法
人
会

が
累
積
保
険
料
の
目
標
を
達

成
し
た
。

　
全
法
連
で
は
、
令
和
５
・
６
年

度
でchallenge100

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
て
お
り
、
新
規
企

業
数
２
万
２
千
社
、
新
契
約
件

数
11
万
８
千
社
を
目
標
と
し
て

お
り
、
そ
の
推
進
の
た
め
に

当
県
連
に
お
い
て
は
、「
企
業

の
福
利
厚
生
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の

把
握
、c

h
a
l
l
e
n
g
e
1
0
0

キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
推
進
の
た
め
の
県

連
施
策
を
展
開
中
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
福
利
厚
生
制
度

３
社
か
ら
令
和
６
年
度
の
各

社
の
取
り
組
み
方
針
お
よ
び

進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。

報

告

会

開

催

研
修
交
流
会
開
催

県
連
会
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

真
や
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
説
明
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
令
和
５
年
度

の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
、
令

和
６
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予

算
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
そ
の
後
、
ご
来
賓
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
最
後
は
賑
や

か
に
懇
親
会
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
昼
食
会
を
挟
み
報
告

会
を
行
い
、
令
和
５
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
、
令
和
６
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
報
告

し
た
。

　
最
後
に
ご
来
賓
か
ら
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
終
了
し
た
。

　
７
月
９
日
（
火
）
、
ホ
テ
ル
青
森
に

お
い
て
令
和
６
年
度
報
告
会
を
開
催

し
た
。

　
ご
来
賓
の
青
森
税
務
署
幹
部
、
県

連
会
長
、
福
利
厚
生
制
度
協
力
会
社

２
社
、
県
内
女
性
部
会
の
役
員
・
部
会

員
な
ど
合
せ
て
57
名
が
出
席
し
た
。

　
報
告
会
に
先
立
ち
記
念
講
演
会
を

開
催
し
、
あ
お
も
り
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研

究
所
所
長 

蓮
尾
豊

氏
が
「
生
涯
を
健

康
に
生
き
る
た
め

に
必
要
な
婦
人
科

の
知
識
」
と
題
し

て
講
演
を
行
っ
た
。
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「税を考える週間」について
11月11日から17日までの一週間は、「税を考える週間」です。

令和６年11月１日〔4〕第195号

　
令
和
６
年
10
月
３
日
（
木
）
、
鹿
児
島
市
の

「
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
」
に
お
い
て
、
全
国
の

法
人
会
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。
青
森
県
連
か

ら
は
林
会
長
は
じ
め
12
名
が
参
加
し
た
。

　
大
会
の
第
一
部
は
、
式
典
が
行
わ
れ
、
鹿
児

島
県
連 

今
別
府
英
樹
会
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
、

全
法
連 

小
林
栄
三
会
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
、

国
税
庁 

奥
　
達
雄
長
官
、
そ
の
他
来
賓
よ
り
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
各
種
表
彰
制
度
表
彰
会
の
紹
介
・

代
表
県
連
へ
の
表
彰
状
授
与
、
令
和
７
年
度
の

税
制
改
正
提
言
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
税
制
改

正
提
言
で
は
、「
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方
」
と

し
て
、
財
政
健
全
化
、
社
会
保
障
制
度
、
行
政

改
革
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
な
ど
に
つ
い
て
の

考
え
方
、「
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策
」
と

し
て
、
中
小
企
業
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措

法
人
会
全
国
大
会

第
40
回

　わ
れ
わ
れ
法
人
会
は
、「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
た
る
経
営
者
の
団
体
」と
し
て
、

「
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」や「
租
税
教

育
」、
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向

上
に
資
す
る「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

の
普
及
な
ど
、
税
を
中
心
と
す
る
活
動
を
全

国
で
積
極
的
に
展
開
し
、
広
く
社
会
へ
貢
献

し
て
い
る
。 

　我
が
国
経
済
は
、
株
式
市
場
に
お
け
る
最

高
値
の
一
時
更
新
や
高
水
準
の
賃
金
上
昇
率

を
記
録
し
た
ほ
か
、
長
年
に
わ
た
る
デ
フ
レ

か
ら
の
完
全
脱
却
が
目
前
に
迫
る
な
ど
、
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

　一
方
、
中
小
企
業
で
は
少
子
高
齢
化
と
人

口
減
少
に
伴
う
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お

り
、
こ
う
し
た
構
造
的
課
題
の
解
決
に
向
け

た
税
・
財
政
政
策
な
ど
、
民
間
の
活
力
を
最

大
限
引
き
出
す
た
め
の
新
た
な
戦
略
が
求
め

ら
れ
る
。

　し
か
し
、
主
要
先
進
国
で
最
も
悪
化
し
て

い
た
我
が
国
の
財
政
状
況
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を

大 

会 

宣 

言

―

鹿

児

島

大

会―

　これは、租税の意義や役割を考え、税務行政に対する知識と理解を深めていただくための取組で、毎年

この期間中は、国税局や税務署を中心として、関係民間団体等が連携しながら、税に関する作文の発表な

どが行われます。

　「税を考える週間」の歴史は古く、昭和29年の「納税者の声を聞く月間」から始まり、何度かの見直しと

改称を経て、平成16年から現在の名称になっています。

　国税庁ホームページには、「これからの社会に向かって」をテーマとした特設ページが設けられ、国税庁

の各種取組について紹介されています。

　税は、私たちの生活に欠かすことのできない道路、上下水道などのインフラ整備、警察・消防、教育、

社会保障などの充実した公共サービスを行うための大切な財源です。

　また、大雨や地震などの自然災害で被災した施設などの復旧にも税が使われています。

　この機会に、改めて、私たちの生活と税の役割について考えてみませんか。

　なお、「税を考える週間」の期間中の催しについては、各税務署にお問い合わせ

ください。

　〔県税・市町村税インフォメーション〕

　　https://www.pref.aomori . lg.jp/soshiki/zaimu/zeimu/top.html

　〔国税庁の取組紹介〕

　　https://www.nta.go.jp/about/introduction/torikumi/week/index.htm 

◆ 県税務課からのお知らせ ◆

置
、
事
業
承
継
税
制
の
拡
充
、
消
費
税
へ
の
対

応
、
こ
の
ほ
か
「
地
方
の
あ
り
方
」「
震
災
復
興

等
」
な
ど
に
つ
い
て
の
提
言
が
報
告
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
佐
世
保
法
人
会
青
年
部
会
に
よ
る

租
税
教
育
活
動
報
告
、
北
那
覇
法
人
会
青
年

部
に
よ
る
健
康
経
営
活
動
報
告
の
後
、
税
制

改
正
提
言
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
宣
言
が

行
わ
れ
た
。

　
第
二
部
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社 

取
締
役
会
長
の
片
野
坂
真
哉
氏
が
、「
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
大
打
撃
を
受
け
た
航
空
業
界
危

機
下
の
経
営
戦
略
を
語
る
」
と
題
し
て
、
会
社

が
受
け
た
影
響
や
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
紹

介
、
ま
た
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
対
策
、
今
後
の
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ

い
た
。

　
第
三
部
は
盛
大
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。経

て
債
務
残
高
が
さ
ら
に
増
加
し
た
。
財
政

健
全
化
は
、
安
定
的
な
経
済
成
長
と
日
本
経

済
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
国
家
的

課
題
と
改
め
て
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　さ
ら
に
本
年
、
日
本
銀
行
は
物
価
上
昇
に

対
応
し
て
異
次
元
の
金
融
緩
和
を
終
了
し
利

上
げ
に
踏
み
切
っ
た
。「
金
利
の
あ
る
世
界
」

へ
の
回
帰
を
踏
ま
え
、
安
定
的
な
税
・
財
政

運
営
の
た
め
に
も
新
た
な
財
政
再
建
目
標
の

策
定
が
急
務
で
あ
る
。

　地
域
経
済
や
雇
用
の
担
い
手
で
あ
る
中
小

企
業
は
、
地
域
活
性
化
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　地
方
創
生
を
支
え
る
観
点
か
ら
も
事
業
承

継
を
含
め
、
き
め
細
か
な
税
財
政
上
の
支
援

が
必
要
で
あ
り
、
法
人
会
は
、「
中
小
企
業
の

活
性
化
に
資
す
る
税
制
」、「
事
業
承
継
税
制

の
抜
本
的
改
革
」等
を
中
心
と
す
る「
税
制
改

正
に
関
す
る
提
言
」の
実
現
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。 

　創
設
以
来
、
納
税
意
識
の
向
上
に
努
め
て

き
た
法
人
会
は
、
全
国
の
会
員
企
業
の
総
意

と
し
て
、
以
上
宣
言
す
る
。

県法連広報　み　ち　の　く〔1〕

法人会の理念

法人会は税のオピニオンリーダーとして

企業の発展を支援し

地域の振興に寄与し

国と社会の繁栄に貢献する

経営者の団体である
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